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この 2名は北条得宗家の家臣である得宗被官（御内人）であり、史料 1 が『太平記』における有力









なお『太平記』に関しては、鎌倉幕府の滅亡までを描いた巻第 1～巻第 10 までを考察対象とし、そ
の活動についてまとめた表を本稿の末に付した。 
【史料 1】『太平記』巻第 1「資朝・俊基関東下向の事」 
 土岐・多治見討たれて後、君の御謀叛次第に隠れ無かりければ、東使長崎四郎左衛門泰光・南
条次郎左衛門宗直二人上洛して、五月十日、資朝・俊基両人を召し捕りたてまつる。  






























































































































































































衛門入道（表-16）である。ここでは、長崎泰光・南条宗直、そして工藤高景の 3 人に注目したい。 





－ 389 － 
冒頭で挙げた史料 1 は実際には正中元年 9月の出来事で、東使として派遣されたのは工藤右衛門二
































【史料 6】『鎌倉年代記裏書』元徳 3 年（1331）5 月 5 日 
長崎孫四郎左衛門尉、南条次郎左衛門尉、為二使節一上洛、為レ召二禁右中弁俊基并文観、円観等
一也、 





－ 390 － 
尉、工藤右近将監、工藤三郎右衛門尉、工藤二郎右衛門尉（貞祐）、工藤右衛門入道と実に 9 名もの
































－ 391 － 
平記』における初出は表-6 である。ここでは、高時が笠置城に向かわせた 20 万 7 千 6 百余騎の大軍
の侍大将として描かれている。表-9 では侍大将の「長崎悪四郎左衛門尉」の行装が人々の目を驚かし































－ 392 － 
室町幕府に仕えた人物の中にも得宗被官出身の一族が見られるようになる。本稿で扱うことができな
かった有力被官以外の人物と合わせて今後も研究を進めていきたい。 











































9 正慶2 .1末日 長崎悪四郎左衛門尉（高貞） 侍大将・悪四郎左衛門尉の行装78、人の目を驚かす。 （269頁）
10 元弘3 .2. 長崎九郎左衛門尉（師宗） 捕虜を六波羅へ送る。 ⑥「赤坂合戦の事」（283-284頁）
11 (1333) .2. 長崎四郎左衛門尉（高貞） 軍奉行として手負・死人の実験をする。 ⑦「千剣破の城軍の事」（296頁）
12 長崎四郎左衛門尉（高貞） 兵糧攻めの指示を出す。 （302頁）
長崎九郎左衛門師宗
工藤二郎右衛門尉
14 .3. 工藤左衛門尉（高景） 高時の使いとして足利尊氏に上洛を促す。 ⑨「足利殿御上洛の事」（16頁）






















27 .5.22 長崎二郎高重 高重、高時に面会した後新田義貞を討つべく合戦へ。 （131-133頁）



















































































－ 394 － 
注 
 
1 『太平記』は新潮社の新潮古典集成本を使用。発行年は『太平記 1』（1977 年）、『太平記 2』（1980）。 
2 『続史料大成』（別巻、臨川書店 1979 年）所収。 
3 『武家年代記裏書』正中元年 9 月 24 日条。なお、東使の鎌倉帰参は同年 10 月 4 日。 
4 新訂増補国史大系本（吉川弘文館、2000 年）を使用。 
5 細川重男①『鎌倉政権得宗専制論』（吉川弘文館、2000 年）②『鎌倉北条氏の神話と歴史―権威と権力―』（日
本史史料研究会、2007 年）第 2章「渋谷新左衛門尉朝重―御内人と鎌倉期武家の主従制―」※初出は「御内人
と鎌倉期武家の主従制」（『思想』969、2005 年）③「御内人のこと」（『興風』23 号、2011 年）など。 
6 佐藤進一『鎌倉幕府訴訟制度の研究』（岩波書店、1993 年）※初出は畝傍書房、1943 年。 
7 前掲注（5）細川氏著作②26 頁～27 頁。細川氏は、時頼が泰時に追号を贈った理由として、時頼が本来家督を
継ぐべき人物ではなかったことを挙げ、時頼が義時に「徳崇」という追号を贈り、義時を顕彰し、自身の法名を
「道崇」とすることで、自己の立場の強化を図ったのだとしている。 
8 前掲注（5）細川氏著作②57 頁。 
9 『吾妻鏡』承元 3 年（1209）11 月 14 日条。これより以前、『吾妻鏡』正治 2年（1200）10 月 21 日条には二代
将軍の頼家が、工藤景光の子・行光の勇敢だと評判の 3 人の郎従に対して、このうちの 1人を御家人に加えるよ
うにと命じている。この時は行光のほうが断わっているが、御家人の郎従が将軍によって御家人に加えられる可
能性はあったようである。 
10 『吾妻鏡』宝治元年（1247）5 月 27 日条。 
11 南条氏については奥富敬之「得宗被官家の個別的研究（一）―南条氏の場合」（『日本史攷究』24、1969 年）、
小野眞一『南条時光』（富士史書刊行会、1993 年）。長崎氏については、前掲注（5）細川氏著作①第 4 章「得宗
被官長崎氏」。 
12 拙稿「南条氏の得宗被官化に関する一考察」（『創価大学人文論集』2012 年）。 
13 細川氏は前掲注（5）細川氏著作①第 4 章「得宗被官長崎氏」などでは長崎氏を「主達」出身としていたが、②
で否定し、得宗被官はすべて御家人であったとしている。 
14 海老名尚・福田豊彦「六条八幡宮造営注文について」（『国立歴史民俗博物館研究報告』45 集、1992 年）。 








負傷している（『吾妻鏡』承久 3年 6 月 18 日条）。藤姓安東は安東光成が安東新左衛門尉として活躍するように
なるが、平姓安東が死去したことも影響してか、時宗期の安東蓮聖、安東平右衛門尉まで、史料上から平姓安東
氏の活動を知ることはできない。 
20 『吾妻鏡』承久 3 年（1221）6 月 18 日条。関実忠は後藤基綱、金持兵衛尉らとともに負傷者・死者の交名を記
し泰時に報告している。 
21 『親玄僧正日記』（『内乱史研究』14～16 号、1993～95 年）所収。 
22 庶流の南条氏所領については、拙稿「南条氏所領の再検討」（『東洋哲学研究所紀要』第 26 号、2010 年）、「南
条氏所領における相論」（『東洋哲学研究所紀要』第 27 号、2011 年）参照。 
23 安東蓮聖については永井晋「平姓安東氏の研究―安東蓮聖像の再検討を中心に―」（北条氏研究会編『北条時宗
の時代』、八木書店、2008 年）などの研究がある。 











28 前掲注（26）森氏著作 197 頁。  
29 小侍所所司についての研究は、池田瞳「北条時宗・金沢実時期の小侍所―『吾妻鏡』を素材として―」（阿部猛
編『中世政治史の研究』日本史史料研究会、2010 年所収）がある。 
30 内閣文庫所蔵。未刊だが永仁 2 年から寛正 3年までの御的始の記録が確認できる。なお、一部は『新編埼玉県
史』（資料編 7、埼玉県、1985 年）に翻刻されている。 
31 『太平記 2』85 頁。 
32 巻第 2「俊基朝臣再び関東下向の事」（『太平記 1』64 頁）。 
33 『神奈川県史』資料編 2-2364。 
34 村田正志校訂『花園天皇宸記』第 3巻（続群書類従完成会、1986 年）220-221 頁。元弘元年 11 月 25 日に太田
道大（時連）が上洛し、26 日長井高冬が上洛している。28 日には後醍醐天皇以下の処置について事書を奏聞し
ている。 
35 『花園天皇宸記』第 3 巻、226 頁。 
36 なお、この 2名の組み合わせの東使が史実ではない可能性については、岡見正雄校注『太平記』（角川書店、1975
年）補注、381 頁、前掲注（26）森氏著作 209 頁等の指摘がある。 
37 岡見正雄校注『太平記』（角川書店、1975 年）附録。 
38 南条氏嫡流は南条四郎左衛門尉頼直以降、宗直、貞直、高直と「直」を通字とし、もう一字は代々の得宗の偏
諱と考えられる。ただし、宗直という実名は『太平記』でしか確認できない。貞直は延慶 3年（『鶴岡叢書』第
2 輯、295 頁）と正和 5年（『鶴岡叢書』第 4輯、36 頁、198 頁）に高時の使者として活動が確認できる。 
39 『吾妻鏡』巻首にも「同十七日。相模守守時。南条左衛門尉以下各向武州。於山内離山合戦。十八日。守時以
下自害畢」と記されている。 
40 『親玄僧正日記』正応 5年 9月 13 日条、同年 9 月 20 日条では、貞時の使者として長崎木工左衛門尉とともに
南条二郎左衛門尉が親玄僧正のもとを訪れている。また年次未詳の「金沢貞顕書状」（『鎌倉遺文』29433 号）で
も「南条・長崎両人、各月令管領候」と見られる。 
41 巻第 11「金剛山の寄手等誅せらるる事」（『太平記 2』177-181 頁）。 






文庫研究』296 号、1996 年）を参照。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
